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ヘルベルト・フォン・カラヤン（指揮者）　Herbert von Karajan　1988年4月30日 大阪ザ・シンフォニーホール

ギドン・クレーメル（ヴァイオリニスト）   Gidon Kremer   1994年11月4日 Tokyo Metoropolitan Art Space
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やまとみらいが運営する大和市の図書館・芸術文化ホール・学
習センター・こども広場のイベント情報をご紹介！ ジャンル別・
施設別に検索でき、あなたの知りたい情報にアクセスできます。

ホールの運営情報や自主事業の
リポートなどを発信しています！

お問合せ
やまと芸術文化ホールチケットデスク
（大和市文化創造拠点シリウス　1階ホール事務室）
TEL 046-263-3806（9：00 ～ 18：00）※休館日を除く
〒242-0016 神奈川県大和市大和南一丁目8番1号
https://www.yamato-bunka.jp/hall/
小田急江ノ島線・相鉄本線 大和駅から徒歩3分
駐車場の収容台数には限りがございます。公共交通機関でのご来場をお願いいたします。

YAMATOMIRAI イベント情報サイト

Instagram やまと芸術文化ホールインスタグラム

木之下 晃　Ak i r a  K I NOSH I TA

1936年長野県生まれ。諏訪清陵高校、日本福祉大学卒業。中日新聞社、博報堂を経て写真家として独立。1960年代から『音楽を
撮る』をテーマに撮影活動を続けた。フィルムでの撮影・現像に最期までこだわり「キノシタ・ブラック」と呼ばれたモノクローム
作品は、「写真から音楽が聞こえる」と時代を代表する音楽家から高い評価を得ていた。 写真集は『SEIJI OZAWA - 小澤征爾の世界』
『世界の音楽家・全3巻』『巨匠　カラヤン』『The MAESTROS』『石を聞く肖像』等、約50冊上梓。開催した写真展は約100回。
1971年日本写真協会賞新人賞、1985年第36回芸術選奨文部大臣賞、2005年日本写真協会賞作家賞、2008年新日鉄音楽賞特別賞
を受賞。2006年紺綬褒章を受章。2009年～ 2015年日本福祉大学客員教授。2010年自身が撮影したフィルムを管理・保存する
目的で「木之下晃アーカイヴス」を設立。2015年1月12日、虚血性心不全のため死去。享年78。

©三好英輔

　クラシック音楽の指揮者・演奏家・作曲家を中心に世界各国のコンサートホール、歌劇場、作曲家ゆかりの地など、音楽をテーマに幅広く
撮影活動を行った「音楽写真家 木之下 晃」。
　木之下が撮る写真は、指揮者や演奏家の奏でる音楽が持つ雰囲気や空気感をとらえ「写真から音楽が聞こえる」と、レナード・バーンスタイン、
ロリン・マゼール、ズービン・メータなど、時代を代表する音楽家から高い評価を得ていました。中でも、撮影に厳しかった指揮者ヘルベルト・
フォン・カラヤンから、日本でただ一人撮影を許され「専属カメラマンにならないか」と乞われた逸話も残っています。
　今回の展覧会では数多くの作品の中から、対象的な２つの作品シリーズを紹介します。
　１つは、指揮者や演奏者を撮影した木之下晃ならではの代表的作品「世界の音楽家」。もう１つは、木之下が
アーティストに「この石を見て感じたことをカメラの前で表現してください」と問いかけて生まれた、世界に
類のない芸術家の肖像写真「石を聞く肖像」。異なる魅力を持つ木之下作品が一堂に介するのは、今回が初と
なります。作品の他に所蔵品や映像などを交えた木之下晃の世界を是非お楽しみください。

石 を 聞 く 肖 像

世 界 の 音 楽 家

1 アルフレッド・ブレンデル（ピアニスト） Alfred Brendel　 1974年7月2日 東京文化会館
2 小澤征爾（指揮者） Seiji Ozawa　1974年12月25日 NHKホール
3 マリア・カラス（ソプラノ歌手） Maria Callas　1974年10月27日 東京文化会館
4 エディタ・グルベローヴァ（ソプラノ歌手） Edita Gruberova   1993年3月24日 Bunkamuraオーチャードホール
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1

トーベ・ヤンソン（作家）
Tove Marika Jansson
1991年9月12日 
ヘルシンキの自宅にて

坂本龍一（作曲家）  
Ryuichi Sakamoto　 
2002年8月17日 
Tokyu Bunkamura Studio

マイヤ・プリセツカヤ（バレリーナ）  
Maya Mikhailovna Plisetskaya　
1993年1月31日 
東京文化会館

ローラン・プティ（振付家）　
Roland Petit   
1995年11月26日
神奈川県民ホール

註：アーティスト名等の日本語表記は、それぞれ発表当時の表記に準拠しております。
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